
残したい歴史的建物」の保存活用を進める連携体制づくり

特定非営利活動法人 小諸町並み研究会



（１）事業の目的

・空き屋状態、高齢化などにより、維持管理が困難になってきている

建物について、専門家の連携により、所有者に対する資産活用の

ための相談・サポートのしくみをつくる。

・小諸城下町の歴史的建物を活かした活性化のビジョンを住民、NPO、

行政、関連事業者が共有し、建物所有者と商業者とのマッチング行政、関連事業者が共有し、建物所有者と商業者とのマッチング

をすすめる体制を構築する。

・小諸の農村部における「残したい建物」を発掘調査し、村おこし・

定住促進に絡めて保存活用を進めるための協力体制をつくる。



（１）事業活動の内容（概要）

（城下町エリア）

①調査済みの建物所有者へのヒアリング〜提案・支援

②建物の保存活用方法の相談（所有者へのサポート）

③歴史ある建物を活用した公的な施設提案づくり

④歴史的商家の実験利用〜活用希望者とのマッチング

（集落エリア）
⑤残したい建物についての情報収集・訪問調査

⑥関連機関の連携体制ネットワーク構築



①調査済みの建物所有者へのヒアリング〜提案・支援

これまでリストアップ・調査済みの建物で、今後、所有者に
よる保存活用が困難と思われる建物について、所有者へのヒ
アリング〜保存活用の提案・支援をモデル的に行った。

ヒアリング調査は、高齢・一人暮らし世帯、遠隔地の空き家
所有者に、今後の建物の維持管理にかかわるヒアリングを
行った。（１０件）行った。（１０件）



②建物の保存活用方法の相談（所有者へのサポート）

山謙酒造の活用／山謙酒造の酒蔵の保存活用

山崎長兵衛商店の活用

塩川五右衛門商店の活用



③歴史ある建物を活用した公的な施設提案づくり

小諸駅の評価・活用ワークショップ〜提案づくり

歴史的商家を活用した「食のミュージアム」の提案



④歴史的商家の実験利用〜活用希望者とのマッチング
■商家ギャラリーめぐり（城下町フェスタの中の企画）
活用した建物／山謙酒造、旧脇本陣、小林邸、塩川五右衛門商店
その他利用した建物／北国街道ほんまち町屋館、本陣主屋、ギャラリー紙蔵歩
建物公開10棟







（集落エリア）
⑤残したい建物についての情報収集・訪問調査

・8/3 小諸の周辺部の農村や街道にある「いつまでも
残ってほしい民家」の情報提供の呼びかけチラシの作
成、300枚印刷、配布。NPO のホームページでも呼
びかけ。
・９月中までに11件の情報提供あり、現地調査に出向・９月中までに11件の情報提供あり、現地調査に出向
き写真を撮影した。

・2/23 集落町並み現地調査
講師：梅干野成央（信州大学工学部 助教）

浅間山麓の集落（諸、滝原）、千曲川沿いの川辺の集
落（久保、宮沢）を周り、小諸の農村集落の建物、町
並みについての特徴をレポートにまとめた。





⑥関連機関の連携体制ネットワーク構築

（連携体制）
小諸市商工観光課、小諸商工会議所、建築士会、不動産
業者２社、社団法人ヤルダ兄弟舎（若者の建物活用グ
ルーぷ）

11／20 歴史的商家の店舗活用にかかわる勉強会の実施



（４）事業の成果

（歴史的商家の活用）

・最近商売をやめて空店舗になっているとか、住んでいる方が高齢化して維持管
理が困難になりつつある建物が多いが、居住と一体なために他人に入られたく
ないという方も多く、どう信頼関係を築いていくかが課題。

→イベントなどでの「実験利用」、専門家を交えての活用シュミレーションをい
、前向きな検討が始まった。その成果で、実現に向かった物件もある。

（公的な施設の提案）

・来年度から、小諸市も含めて、小諸駅舎のリニューアルと活用に向けたプロ
ジェクトが動き出そうとしている。

（集落エリアの「残って欲しい」民家調査）
・小諸の農家建築の特徴や歴史的な評価を進めていく方向性が見いだせた。

（連携体制）
・歴史的建物のリノベーションについて築士会との連携が生まれた。
・市や不動産業者などとの協議により、移住者誘致策と合わせて店舗活用や大き
な民家の活用を考えていこうという連携体制が生まれた。



（５）事業実施後の課題

今回の調査で、改めて建物所有者の高齢化の課題がまった
なしの状況であることを実感した。あと５年後には、空き
家が急増するのは確実で、多くの文化財的建物も壊されて
しまうのではないかという危機感を持った。しかし、活用
について２つの課題がある。

・使いたい人が少ない。これは町全体の観光地化などを進・使いたい人が少ない。これは町全体の観光地化などを進
めない限り、難しい。
・親戚などの理解が得にくい。（NPOの活動についてたい
へんうさんくさく思われる）

これを乗り越えていくには、そうとうなエネルギーが必要
であると実感している。



（６）今後の展開

歴史的商家の活用が具体的になりそうな３軒ほどに
ついて、実現の努力をする。

駅舎のリニューアルや利活用については、市が主体
となって進てもらい、それについて全面的に協力し
ていく。運営にかかわるグループをコーディネイト
していく。
K邸については、助成金などを探して、不動産業者とK邸については、助成金などを探して、不動産業者と
の協力体制で主体として入っていただく事業者の
マッチングを進める。

集落の建物ついては、所有者とコンタクトをとって、
内部の調査をさせていただく。


